
次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

こころ豊かに暮らせるまち

学校教育の充実

小学校管理事務

小学校管理事務

安全・安心な教育環境の整備

　児童の状況に応じ，学校介護補助員を増員し対応を図る。（通年）
 

任用までの流れ
１　学校から学校教育課へ学校介護補助員増員要望を提出
２　学校教育課職員及び指導室の特別支援教育担当職員による
　　状況確認（学校に訪問し，児童の様子を観察）
３　増員の可否を決定
４　増員の場合，学校介護補助員の募集
５　応募者との面接及び選考
６　任用契約

　学校教育法第5条により，学校の設置者はその設置する学校を管理し
，その学校の経費を負担することとされており，学校設置当時からの
経費で光熱水費等を支出するもので，学校を運営していく上で必要な
事業である。

□増加

□維持

□削減

　市内小学校で支援を必要とする児童が増加している。

　　  年度～

　学校介護補助員を増員し，対応を図る。

01-100201-01 単独
学校教育法，学校保健安全法

　小学校において，全ての児童が安全で快適に学習できる教育環境の
維持を図り，健やかな成長の一助とする。

その他

　非常勤職員（学校医，学校歯科医，学校薬剤師，学校介護補助員，
学校用務員，学校給食配膳員）の報酬等，各種消耗品，光熱水費，通
信運搬費，土地賃借料，災害共済掛金等の支出をする。

令和 2年度

　児童生徒が，安心して学べる環境を整備する。

法定事務

学校教育課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

   4,196.00    4,212.00    4,212.00    4,254.00    4,257.00    4,235.00    4,222.00

  32,887.00   35,697.00   35,697.00   33,158.00   32,671.00   41,073.00   41,270.00

     142,282      142,021      173,946      222,836      222,836

小学校管理事務

           0

           0

       1,928        1,873        1,871        1,864            0

     138,413      137,206      166,680      220,972

           0

     222,836

       5,395            0            0

           0            0            0            0

     140,341      139,079      173,946      222,836      222,836

　年度当初に学校への予算説明を行い，消耗品等の購入に当たっては
真に必要かどうかを改めて考え，削減の意識をもって執行するよう指
導を行い，経費削減への理解を深めてもらうよう取り組んだ。

□向上

■横ばい

□低下

□拡大

□縮小

□維持

■改善・効率化

□統合

□廃止・終了

       1,941        2,942            0            0            0

     465.00      717.00        0.00        0.00        0.00

R01年度の評価（課題）

R01年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R02年度の振り返り）

　来年度も引き続き学校への予算説明会を実施し，予算執行の際の留意事項の再確認や経費削減への理
解を求める。

H30年度決算 R01年度決算 R02年度決算 R03年度予算 R04年度見込

　経費を削減し，必要な消耗品を購入した。また，新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策として
，消毒等に必要な消耗品等を購入し，校内衛生環境の向上につながった。

児童数（人）

児童1人当たりの支出額（円）

　学校保健安全法に基づく学校医等を配置し，児童及び教職員の健康
維持，健康回復に寄与した。また基礎的な学校管理経費及び児童経費
の支出，用務員や給食配膳員及び介護補助員を配置することで安定し
た学校経営が図ることができた。年度当初に学校への予算説明を行い
，消耗品等の購入に当たっては真に必要かどうかを改めて考え，削減
の意識をもって執行するよう指導を行い，経費削減への理解を深める
よう取り組んだ。また，新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のた
め，アルコール消毒液やフェイスシールド等を購入し児童が安心して
学校生活ができるよう努めた。その他，支援が必要な児童が安心して
学校生活が送れるよう介護補助員を増員した。

R02年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 目標値（R03）



次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

こころ豊かに暮らせるまち

学校教育の充実

小学校管理備品購入事業

小学校管理備品購入事業

安全・安心な教育環境の整備

　備品の早期納品に向けてのスケジュール

３月末　　　備品購入優先順位の精査
４月～６月　入札
８月末　　　納期
※備品購入については，基本として夏休み中での納品を目指す。

　また，現有状況により，随時，増加校減少校間で机や椅子等一部学
校備品の移動を行う。

　児童の教育環境を整備することを目的とし，学校設置時から机・椅
子等の学校運営に必要な管理備品を購入す
る。

□増加

□維持

□削減

　学校備品については，新年度早い時期に使用する備品について，早
期の納品を実施する必要が生じている。
　また，学校規模の格差により，机や椅子等一部の学校備品について
は不足や余剰が生じている中で，有効活用を図る必要が出ている。

　　  年度～

　教育環境に支障が出ないよう，新年度早々に入札を実施する必要が
ある。
　また，財産の有効活用を図るため，学校間の備品等の移動を積極的
に行っていく。

01-100201-03 単独
学校教育法

　小学校の各種備品を整備し，小学校の教育環境の整備，充実を図る
。

その他

　児童及び教職員が使用する机・椅子，管理上必要な備品，運動用具
等の学校備品整備を行う。

令和 2年度

　児童生徒が，安心して学べる環境を整備する。

法定事務

学校教育課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

  10,450.00    8,189.00   23,342.00    9,368.00   10,748.00   23,909.00   25,358.00

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

       9,957       11,499       23,909       29,345       29,345

小学校管理備品購入事業

           0

           0

       9,368       10,748        9,989       16,713            0

           0            0       11,634       12,632

           0

      29,345

       2,286            0            0

           0            0            0            0

       9,368       10,748       23,909       29,345       29,345

　小学校から購入を希望している備品を挙げてもらい，優先順位の高
いものから購入することで，必要最小限の備品購入に努めた。

□向上

■横ばい

□低下

□拡大

□縮小

■維持

□改善・効率化

□統合

□廃止・終了

         589          751            0            0            0

     141.00      183.00        0.00        0.00        0.00

R01年度の評価（課題）

R01年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R02年度の振り返り）

　学校で必要な備品を計画的に購入していく。

H30年度決算 R01年度決算 R02年度決算 R03年度予算 R04年度見込

　必要最小限の備品購入である。

小学校運営備品購入額（千円）

　小学校から購入を希望している備品を挙げてもらい，優先順位の高
いものから購入することで，必要最小限の備品購入に努めた。またコ
ロナウイルス感染症予防対策として，教室内に加湿器を配備し，児童
生徒の体調維持と感染予防に努めた。
＜購入備品＞
児童用机・椅子，運動用具（サッカーゴール，握力計等），保健用具
（非接触型体温計），ファイリングキャビネット，配膳台，加湿器等

R02年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 目標値（R03）



次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

こころ豊かに暮らせるまち

学校教育の充実

中学校管理事務

中学校管理事務

安全・安心な教育環境の整備

　通年　必要経費を漏れなく支出する。

　学校教育法第5条により，学校の設置者はその設置する学校を管理し
，その学校の経費を負担することとされており，学校設置当時からの
経費で光熱水費等を支出するもので，学校を運営していく上で必要な
事業である。

□増加

□維持

□削減

　学校運営のために必要な費用を過不足なく支出する。

　　  年度～

　学校運営に必要な経費を漏れなく予算計上し，支出する。

01-100301-01 単独
学校教育法，学校保健安全法

　中学校において，全ての生徒が安全で快適に学習できる教育環境の
維持と健やかに成長することを図る。

その他

　非常勤職員（学校医，学校歯科医，学校薬剤師，学校介護補助員，
学校用務員，学校給食配膳員）の報酬等，各種消耗品，光熱水費，通
信運搬費，土地賃借料，災害共済掛金等の支出をする。

令和 2年度

　児童生徒が，安心して学べる環境を整備する。

法定事務

学校教育課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

   1,768.00    1,897.00    1,897.00    1,889.00    1,869.00    1,911.00    1,912.00

  32,005.00   33,287.00   33,287.00   28,357.00   27,829.00   23,401.00   31,835.00

      54,866       52,012       44,720       68,097       68,097

中学校管理事務

           0

           0

         851          817          826          840            0

      52,228       48,832       42,126       67,257

           0

      68,097

       1,768            0            0

           0            0            0            0

      53,079       49,649       44,720       68,097       68,097

　年度当初に学校への予算説明を行い，消耗品等の購入に当たっては
真に必要かどうかを改めて考え，削減の意識をもって執行するよう指
導を行い，経費削減への理解を深めてもらうよう取り組んだ。

□向上

■横ばい

□低下

□拡大

□縮小

□維持

■改善・効率化

□統合

□廃止・終了

       1,787        2,363            0            0            0

     428.00      576.00        0.00        0.00        0.00

R01年度の評価（課題）

R01年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R02年度の振り返り）

　来年度も引き続き学校への予算説明会を実施し，予算執行の際の留意事項の再確認や経費削減への理
解を深める。

H30年度決算 R01年度決算 R02年度決算 R03年度予算 R04年度見込

　生徒の教育環境の確保のために必要な経費で，現状を維持するものである。

生徒数（人）

生徒一人当たりの支出額（円）

　学校保健安全法に基づく学校医等を配置し，生徒及び教職員の健康
維持，健康回復に寄与した。また，基礎的な学校管理経費及び生徒経
費の支出，用務員や給食配膳員及び介護補助員を配置することで安定
した学校経営が図られた。年度当初に学校への予算説明を行い，消耗
品等の購入に当たっては真に必要かどうかを改めて考え，削減の意識
をもって執行するよう指導を行い，経費削減への理解を深めてもらう
よう取り組んだ。また，新型コロナウイルス感染症拡大防止のために
アルコール消毒液やフェイスシールド等を購入し，生徒が安心して学
校で過ごすことができるよう努めた。

R02年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 目標値（R03）



次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

こころ豊かに暮らせるまち

学校教育の充実

中学校管理備品購入事業

中学校管理備品購入事業

安全・安心な教育環境の整備

　備品の早期納品に向けてのスケジュール

３月末　　　備品購入優先順位の精査
４月～６月　入札
８月末　　　納期
※備品購入については，基本として夏休み中での納品を目指す。

　また，現有状況により，随時，増加校減少校間で机や椅子等一部学
校備品の移動を行う。

　生徒の教育環境を整備することを目的とし，学校設置時から机・椅
子等の学校運営に必要な管理備品を購入する事業である。

□増加

□維持

□削減

　学校備品については，新年度早い時期に使用する備品について，早
期の納品を実施する必要が生じている。
　また，学校規模の格差により，机や椅子等の一部の学校備品につい
ては不足や余剰が生じている中で，有効活用を図る必要が出ている。

　　  年度～

　教育環境に支障が出ないよう，新年度早々に入札を実施する必要が
ある。
　また，財産の有効活用を図るため，学校間の備品等の移動を積極的
に行っていく。

01-100301-04 単独
学校教育法

　中学校の各種備品を整備し，中学校の教育環境の整備，充実を図る
。

その他

　生徒及び教職員が使用する机・椅子，管理上必要な備品，運動用具
等の学校備品整備を行う。

令和 2年度

　児童生徒が，安心して学べる環境を整備する。

法定事務

学校教育課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

   6,365.00    5,920.00   13,900.00    4,010.00    6,100.00   13,319.00   15,307.00

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

       4,582        6,544       13,319       15,307       15,307

中学校管理備品購入事業

           0

           0

       4,010        6,101            0        7,428            0

           0            0        7,432        7,879

           0

      15,307

       5,887            0            0

           0            0            0            0

       4,010        6,101       13,319       15,307       15,307

　中学校から購入を希望している備品を挙げてもらい，優先順位の高
いものから購入することで，必要最小限の備品購入に努めた。

□向上

■横ばい

□低下

□拡大

□縮小

■維持

□改善・効率化

□統合

□廃止・終了

         572          443            0            0            0

     137.00      108.00        0.00        0.00        0.00

R01年度の評価（課題）

R01年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R02年度の振り返り）

　学校で必要な備品を計画的に購入していく。

H30年度決算 R01年度決算 R02年度決算 R03年度予算 R04年度見込

　経費を削減し，必要な備品を購入した。

中学校運営備品購入額（千円）

　中学校から購入を希望する備品を挙げてもらい，優先順位を付けて
購入することで，必要最小限の備品購入に努めた。また新型コロナウ
イルス感染症予防対策として，教室内に加湿器を配備し，児童生徒の
体調維持と感染予防に努めた。
＜購入備品＞
　生徒用机・椅子，教室用備品（黒板拭きクリーナー，給食配膳台等
），運動用具（ロイター板，握力計等），保健用具（身長体重計，視
力計等），加湿器等

R02年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H28年度 H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 目標値（R03）


